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傷寒廣要凡例 
一 傷寒福有二聖法一、何須二贅述一、然經旨淵奥、非万易二領會一、故成氏以來、世多二注釋一、

其變二
―通之一者、亦不万逞二枚擧一、後學欲下窺二仲景門倔一、濟中斯民夭札上者、舎万此將何所

万適、唯中閒不万免二踳駁一、盟万得二决擇一爾、先君子輯義之著、於下詳二
―酌諸注一、證中

―明

義理上、無二復餘蘊一、其甎及下諸家方論、擴二
―充經旨一、而可万増二人意見一者上、併二雜病一

以附二于各章之後一、惜稾本未万繕、或有二漏失一、元堅陋劣、深患二傷寒之盟万療、而從前之

多岐一、仍不二自揣し一、就下晋唐以至二明清一之書上、律二之經旨一、掇二其精英一、釐爲二十二

巻一、蓋所二引用一、凡百五十餘家、以万録下其廣二經旨一之要上、名曰二廣要一、亦竊擬二一部

注書一、然豈敢謂下補二輯義之遺一、而列中著述之林上、不万過丙以爲下自己攷二
―驗學述一之地上、

併僃乙生徒尋究甲而已、 
 一 傷寒福既に聖法有り、何ぞ贅よけいなものを述べるを須もちいんや、然れども經旨淵おくふか

い奥かくれる、領會会得し易からず、故に成成無己・宋代氏以來、世に注釋注解多く、其れ之を變通す

る者、亦枚擧に遑いとませず、後學後から学ぶ者仲景門倔師の門を窺うかがい、斯この民の夭札早死を濟す

くわんと欲する者、此を舎舍・いどころとして將将に何ぞ適かなわんとする所あらん、唯中閒はざま

踳駁混じり合いって乱れるを免れず、决擇えらびさだめるを得盟難し爾のみ、先君子亡父の敬称・多紀元簡輯義「傷寒

論輯義」の著著書、諸注を詳しく酌取捨、義理正しいすじ道を證明するに於いて、復た餘蘊残余無し、其

甎旁・あまねく諸家方論を、經旨に擴充拡充して充実させるして、人の意見を増つけくわえるべき者に及び、

雜病を併せ以て各章の後に附ける、惜しむらくは稾本草稿未だ繕ととのわず、或いは漏失有り、

＊元堅陋劣いやしく劣っている、傷寒の療治・いやし難くして、從前いままでの多岐えだ道が多いを深く患うれ

い、仍よって自から揣おしはからず、晋唐以より明清に至るの書に就いて、之を經旨に律のっとり、

其の精英すぐれひいでたものを掇とり、釐おさめて十二巻と爲す、蓋し引用する所、凡そ百五十餘家、

其の經旨を廣拡充する要かなめを録しるすを以て、名づけて廣要と曰う、亦竊窃・ひそかに一部注書

注釈を施した書に擬まねる、然れども豈敢えて輯義の遺を補えども、著述の林同じ仲間に列せんと謂

うや反語、以てするに自己を學述を攷驗考え調べるするの地立場と爲し、併せて生徒教え子の尋究たず

ねきわめるに僃備えるを爲すに過ぎざる而已のみ、 
＊元胤序文 弟謭劣浅くして劣るを顧みず、竊窃・ひそかに諸家の要要点を裒聚・あつめて、此編を成完成し、其の經旨を廣ひろめるを

以て、題するに傷寒廣要と曰う、然れども豈敢えて作者著作する人の林同じ仲間に列せんと謂うや反語、自ら學術を驗ためすの地たち

ばと爲し、及ならびに門門下生の尋檢たずねしらべるに僃備える與ために爲すに過ぎざる而已のみ、 

 
一 愚初編二斯書一、欲下仿二經文一、析以中六篇上、然諸家論存説、對二

―待陰陽一、不万可二專

屬一者頗多、殊難二割裂類排一、因參互審勘、創意部分、顓便二檢短一、而未二始不一万律二之于

仲景三陽三陰之旨一、其爲万篇者、凡十有四、曰綱領、爲二證治大略一、曰診察、擧下熟色以

至二身體便溺一、鑒二別病情一之法上、曰辨證、係二諸般見證、陰陽生死之辨一、此篇、與二兼變

諸證一、閒相出入、曰太陽病、曰少陽病、以二膈熱證一附入、曰陽明病、曰太陰病、曰少陰病、

曰厥陰病、以上六篇、毎病更有二劇易之差一、治法亦有二緊慢不一万同、各從爲万別、曰兼變

諸證、病雖万無万外二于六者一、因三其人宿恙觸動、與二醫藥速投一、有万所二兼挾變壞一、而
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條例不万可二徑
経行一者、録爲二三篇一、此類方説、比二之正病一、反多万可万取、然其方藥、頗有下近二

于雜病之治一者上、今姑撮二其十一一、曰餘證、病後之證、蓋無万所二一定一、今只拈二其最多見者、

曰別證、感冒當万隸二太陽一、然是邪之更浮者、治方亦嫌万溷二於桂麻之例一、故與二大頭病時

毒一、合爲二一類一、曰婦兒、視下經水胎籥等、證治殊二于丈夫一者、及嬰兒處療之略上、婦兒

方説、可万通二大方一者、悉排二各門一、曰雜載、灸灼及飲食起居將養之法、併以爲万篇、 
 一 愚私初め斯この書を編するに、經文を仿倣い、析わけるに六篇を以てせんと欲す、然れ

ども諸家論存説、陰陽を對待対立、專ら屬すべからざる者頗すこぶる多く、殊ことに割裂わりさき類

に排つらね難し、因って參互まじえしらべる審勘吟味する、創意新しい思いつき部分、顓もっぱら檢短しらべみる

に便やりやすくして、未だ始めるに之を仲景三陽三陰の旨むねに律のっとらず、其篇爲る者、凡十

有四、曰く綱領、證治大略を爲す、曰く診察、熟脈色顔色以より身體便溺に至る、病情を鑒鑑

別するの法を擧げる、曰く辨證弁別し証明する、諸般見證、陰陽生死の辨区別に係がる、此篇、兼變

諸證と、閒たがいに相出入、曰く太陽病、曰く少陽病、膈熱證を以て附入、曰く陽明病、曰く太

陰病、曰く少陰病、曰く厥陰病、以上六篇、毎おのおの病更に劇易の差有り、治法亦緊慢不同

有り、各從って別を爲す、曰く兼變諸證、病が六者を外れる無きと雖も、其人の宿恙病気觸触・

ふれる動と、醫藥速誤投とに因り、兼挾變壞こわれるする所有りて、條例すじみちを立てて列挙した例徑経行

思ったことをそのまま行動にうつすすべからざる者、録しるすに三篇を爲す、此類の方方術説、之を正病に比し

て、反って取るべきこと多し、然れども其方藥、頗る雜病の治に近い者有り、今姑しばらく其十一を撮とる、

曰く餘證、病後の證、蓋し一定する所無し、今只其最も多く見あらわれる者を拈引用、曰く別

證、感冒當に太陽に隸したがうべし、然れども是邪の更に浮あふれる者、治方亦桂麻の例に溷まじ

るを嫌う、故に大頭病時毒と、合わせ一類と爲す、曰く婦兒児、經水胎籥産等、證治が丈夫成

人男子と殊異・ことにする者、及び嬰兒児の處処・処置療の略かなめを視掲げる、婦兒方方術説、大方正しい道

を通すべき者、悉く各門に排排列す、曰く雜載、灸灼及び飲食起居將養養い育てるの法、併せて以て

篇と爲す、 
 
一 是書篇類、不万能二該僃一、如下辨證兼變篇中、欠二頭痛、眩冒、懊憹、痞鞕、咽痛、陰

陽易一之類、是也、如下吐法與二汗下一鼎峙、關係爲万鉅、而係二缺載一之類上、是也、又有二

自爲万篇、而方存説不万僃者一、如下太陽少陽、並無二詳論一、厥陰僅出二二方一之類上、是也、

此類不万一、非二敢遺漏一、諸家之義、本少万可万取也、又有下其事診万存、而其存未万純、

姑供二引申一者上、如下診察中、察二面目耳鼻一諸存上、是也、大抵所万札論方、必平心熟攷、

務在下精覈、愜二于經旨一、切中于日用上、如下危疑之論、新奇之方、及徒多二名類一、以眩二
―

惑人一者上、殃屬二刪略一爾、 

 一 是書篇類、該僃備・ことごとく備わる能わず、辨證・兼變篇中に、頭痛、眩冒、懊憹、痞鞕、

咽痛、陰陽易の類を欠くの如き、是也、吐法は汗下と鼎峙三者が分立する、關関係鉅大と爲せども、

缺欠載記載に係わるの類の如き、是也、又自ら篇を爲せども、方方術存説僃備わらざる者有り、

太陽少陽、並詳論無く、厥陰僅かに二方を出すの類の如き、是也、此類一にあらず、敢え

て遺漏するに非ず、諸家の義、本元取るべき少なき也、又其事存あるに診宜しきも、其存説未
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だ純善ならず、姑しばらく引ひき申のべるに供する者有り、診察中、面目耳鼻を察みる諸存説の如

き、是也、大抵札録する所の論方、必ず平心落ち着いた気持ち熟攷考、務めて精覈詳しく究明する、經旨

に愜したがい、日用毎日用いるに切しっくりするに在り、危疑あやぶみうたがうの論、新奇あたらしくめずらしいの方、

及び徒いたずらに名名づけ類似たものを分けるを多くし、以て人を眩惑する者の如き、殃概して刪略けず

りはぶくを屬致す爾のみ、 

 
一 毎門方存、必以万類相從、不万拘二出典之先後一、且要三其不二重複一、唯輯義所二福載一、

間亦有下録入、以正二端緒一者上、蓋録万存之例、前人福有二其存一、而後人就有二附益一者、

特録二前存一、注以二後存一、後人之存、更加二精切一者、特出二後存一、而注二其所一万本、亦

有下以二詳略互見一、并録以僃二参對一者上、録万方之例、其出入加減、殃附二
―記於原方之後一、

而録二其全文一者、出典注二于後一、係二戲録一者、出典題二于上一、以易二識別一、至二所万附廛

語一、則一以二圈子一隔万之、 
 一 毎門方方術存説、必ず類を以て相從い、出典の先後に拘らず、且つ其重複せざるを要か

なめとす、唯輯義福既に載せる所、間しばし亦録入、以て端緒はじめを正さんとする者有り、蓋し

存説を録しるすの例、前人福既に其存説有りて、後人就したがい附益つけたす有る者、特に前存説に

録しるし、注するに後存説を以てす、後人の存説、更に精切くわしく且つ適切を加える者、特に後存
説を出して、其の本とする所を注、亦詳略互いに見あらわすを以て、并録以て参對天子の下問に答え

るに僃備える者有り、方方劑を録しるす例、其出入加減、殃概して原方の後に附記して、其全文

を録す者、出典を後に注、戲節録に係つなぐ者、出典を上に題し、以て識別し易くし、附け

る所の廛按語に至れば、則ち一に圈丸・○子小を以て之を隔へだてる、 
 
一 所万引方存、分二

―隸各門一、有下似万背二其原意一者上、蓋律二之經旨一、去二其名一而取二

其實一也、如下天行皿疫、諸家以爲二一種病一、究二其證治一、遂不万外二于三陽之例一、故今排

二之各篇一、不中敢自設上万類、是也、如丙陰陽疑似、辨當万在下太陽與二少陰一、陽明與二太陰一、

少陽與中厥陰上、而活人以降、唯以二熱極厥逆一、爲二陽似一万陰、癪陽泛越、爲二陰似一万陽、

故今不万擧二之陰陽總存一、而隷乙之陽明少陰甲、是也、如下麻附發万汗、侖是直中表寒之法、

而聖惠三陽病、載有二其方一、今推二其藥理一、録二之少陰一之類上、是也、方劑尤多二其例一、

凡斯之類、於注二于舸條舸方之下一、 

 一 引く所の方術存説、各門に分け隸附属するに、其原意に背くに似る者有り、蓋し之を經

旨に律のっとり、其名を去りて其實を取る也、天行皿温疫、諸家以て一種同じ病と爲して、其證

治を究きわめ、遂に三陽の例を外れず、故に今之を各篇に排つらね、敢えて自ら類を設けざる

が如き、是也、陰陽疑似まぎらわしくて見分けにくいこと、辨区別するに當に太陽と少陰と、陽明と太陰

と、少陽と厥陰とに在るべきが如きにして、活人傷寒活人書以降、唯熱極まり厥逆するを以て、

陽が陰に似ると爲す、癪虚陽泛越浮かび散る、陰が陽に似ると爲す、故に今之を陰陽總存説に擧

挙げずして、之を陽明少陰に隷附属す、是也、麻附少陰病・麻黄附子甘草湯汗を發す、侖即ち是直中表

寒の法にして、聖惠太平聖恵方三陽病、載せて其の方有り、今其の藥理を推おしはかるに、之を少
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陰に録すの類の如き、是也、方劑尤も其例多し、凡そ斯これの類、於具・つぶさに舸逐一條舸逐一

方の下に注詳しく解き明かすす、 
 
一 大抵古人之言、律二之經旨一、語句之閒、不万能万無万瑕、然志在万尊万古、故に唐宋諸

存、不二敢臆改一、或有万可万疑、注二于其下一、至二輓近之書一、則有下直加二刪訂一者上、然

必注二其義一、又有下行文之際、難二于割正一、附以二按語一者上、有下其謬自顯、以仍二其舊一

者上、要不万欲下執二小疵一、而棄中大體之善上也、 
 一 大抵古人の言、之を經旨に律のっとれば、語句の閒間、瑕欠点無き能わず、然れども志は

古を尊ぶに在り、故に唐宋諸存説、敢えて臆おしはかり改めず、或いは疑うべき有るは、其下

に注、輓近近頃の書に至れば、則ち直ちに刪けずり訂訂正を加える者有り、然れども必ず其義に

注、又行文筆を運んで文章を書くの際、割正さき正すに難しく、附するに按語を以てする者有り、其謬

を自顯顕・自らあらわし、以てでありながら其舊旧を仍もとのまま用いる者有り、要は小さな疵欠点を執とらえ

て、大體おおよその善を棄てるを欲せざる也、 
 
一 傷寒、百般熟證、莫万不二悉在一、百般方法、皆二爲之用一、是書雖三一二採二之他病門一、

詎得万盡二其變一、如二先君子熟學輯要一、尤貴二熟諳一、愚嘗彙二諸家用藥之議一、作二藥治通

義一編一、正與二是書一相發、亦要二照看一、蓋傷寒之理、不万可万不二細心一、又不万可万不二

放膽一、毫氂之差、死生反掌、不万容下與二有等雜病一、泛然同斎上、此其第一義也、 
一 傷寒、百般あらゆる熟脈證、悉く在らざる莫なし、百般方法、皆之を用いると爲す、是書

一二之を他病門に採ると雖も、詎なんぞ其變を盡くすを得んや、先君子多紀元簡「熟脈學輯要」

の如き、尤も熟諳よくしりぬくを貴ぶ、愚嘗て諸家用藥の議主張を彙あつめて、「藥治通義」一編を

作る、正に是書と相發致す、亦照看を要す、蓋し傷寒の理、細心にあらざるべからず、又別

にまた放膽思い切って大胆にことをなすあらざるべからず、毫氂釐・すこしの差、死生反掌手のひらをかえす、有等

雜病と、泛然うかうかと同斎視を容ゆるさず、此れ其の第一義也、 
 
一 斯書之作、以二芟万繁選一万粹爲万主、故不万能下於二異同之存一、於載無上万遺、而識地

未万定、他日將二以試驗一者、率致二採録一、故亦不万能二約確歸一万一、況其取舍與二篇類一、

雖万謂万律二之經旨一、而管蠡之見、豈知二其眞一、而今而後、講經日深、嘗芬有万年、方有

万所二是正一耳、但生徒或苦二討繹一、仍綴二例言數則一、以附二巻端一、 
一 斯この書の作つくり、繁しげるを芟かりとり粹粋を選ぶを以て主と爲す、故に異同不一致の存説

に於いて、於具載つぶさに書き載せるを遺おとす無き能わずして、識つまびらかにする地立場未だ定まらず、

他日以前將将に以て試驗こころみためすことをする者を、率おおむね採録を致す、故に亦約ほぼ確かめて

一に歸する能わず、況や其取舍取捨と篇類と、之を經旨に律のっとると謂うと雖も、管蠡管で天を

のそき、ほら貝で大海の水を測るように、極めて見識の狭いの見、豈其眞を知るや、而今而後今後、講經経書の意義を説

きあかす日日々深め、嘗て芬歴・へるに年有り、方に是を正す所有る耳、但生徒学生或いは討繹尋ね

調べるに苦しむ、仍よって例言數則を綴り、以て巻端始に附ける、 
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